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中間子質量の温度 𝑇 依存性は, QCD物性を理解する上で重要. 

Motivation 

有限 𝑇 における格子QCDでは, 高温ほど 𝑀pole の計算が困難.  

𝑀scr の 𝑇 依存性は, 高温まで計算されている. 
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 𝑀pole, 𝑀scrを同時に記述する有効模型を構築したい. 

時間方向 
 極質量𝑀pole (静止質量) 

空間方向 
 遮蔽質量𝑀scr  



Difficulty and Solution 

Nambu－Jona-Lasinio(NJL)模型[1]を基にした有効模型において,  

𝑀𝜉,pole は盛んに計算されている.  

一方, 𝑀𝜉,scr の計算には困難があり, 計算されてこなかった. 

 𝑀𝜉,scr は, 純虚軸上 𝑞 = 𝑖𝑞I における𝜒𝜉𝜉 0,−𝑞𝐼
2 の極. 

@ 𝑟 → ∞ 

𝑀𝜉,scrは, 中間子の伝搬関数 𝜂𝜉𝜉 𝑟  の指数関数的な減衰で定義. 

激しく振動する関数 

我々の研究では, 𝑞 積分を複素積分として計算する. 
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Result 

  自由場における遮蔽質量(黒線) に, 下から近づく.  

  EPNJL模型は, 相転移温度(𝑇𝑐
chiral)付近から高温にかけて, 格子計算を再現.  

格子QCD[4] 

𝜋中間子の遮蔽質量の𝑇依存性 

ポスターでは, 極質量と遮蔽質量の関係についても議論. 
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